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た。しかし、コエンザイムQ10投与群では、細胞生存率は76%（P < 0.01; vs. STS単独投与






（P < 0.05; vs. コントロール群）、アポトーシスの早期段階が観察されることがわかっ
た。一方で、コエンザイムQ10投与群ではアネキシン5陽性細胞は1%（not significant; vs. 
























審 査 結 果 の 要 旨 
 本研究は、マウス膵β細胞株であるMIN6を用いて、コエンザイムQ10の膵β細胞に対する
アポトーシス抑制効果を検討したものである。MIN6に対してstaurosporine投与によるアポ
トーシスが誘導されることを確認した。staurosporine投与前にコエンザイムQ10を投与し
た細胞では、WST-8アッセイによる細胞生存率の上昇、DNA断片化の抑制、フォスファチジ
ルセリンの細胞膜表面への提示の抑制、ウエスタンブロッティング法による活性型caspase 
3の発現低下を認めており、コエンザイムQ10は膵β細胞に対するアポトーシス抑制効果を
持つことが示された。本研究は、コエンザイムQ10によるアポトーシス抑制効果の基礎的メ
カニズムを解明し、今後の臨床応用への可能性を示唆するものであり、明らかに学術水準
を高めたものと認める。 
